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中原区社会福祉協議会では、暮らしの中のさまざまなお困りごとのご相談を受け付けています。

１月８日（木）に開催した「ごうじいこいの家」の防犯講座では、生活安
全課防犯少年係の内田耕奬巡査長に、９日（金）開催の「新城いこいの家」
では同係の山崎翼巡査部長に、約１時間の講演をしていただきました。

▼▲▼▲▼▲▼▲　防犯講座の主なポイント　▲▼▲▼▲▼▲▼
●中原区でも特殊詐欺による犯罪が増え、大きな被害が出ている
●自宅の固定電話にかかってきても、出ないことが重要　※留守電など設定
●電話に出てしまうと、話のうまい詐欺の犯人に、どうしてもダマされてしまう
●最近はオレオレ詐欺ではなく、警察をかたるなどの詐欺も多い
●SNSを使う詐欺で、投資詐欺やロマンス詐欺も増えている
●警察も全力を尽くすが、自分を守るためにも、ぜひ気を付けて欲しい

今後、ほかのいこいの家でも開催を予定しています。詳細は区社協ホームページや各いこいの家にて、随時
お知らせいたします。　✿お問合せ：中原区社会福祉協議会　TEL：044-722-5500　FAX：711-1260

１月９日（金）、新城いこいの家での山崎翼巡査部
長による講演の様子（参加者 17名）

サギ電話に出ないで！サギ電話に出ないで！「いこいの家」で防犯講座「いこいの家」で防犯講座
中原区社協では、中原警察署と協力し、各いこいの家で特殊詐欺対策を内容とした
防犯講座を開催しています。ぜひ防犯知識を高める機会としてご参加ください。

中原区社協では、こんなご相談をお受けしています

お金の管理に不安があって…
【中原区あんしんセンター】☎ 044-722-6122
判断能力に不安がある高齢の方や障害のある方の、金銭管理
に関するご相談をお受けしています。

ボランティアを始めたい
【なかはらボランティアセンター】
☎ 044-722-5581・044-722-5500
ボランティア活動を始めたい方、ボランティアを
募集したい団体のご相談を受け付けています。

子どもの学費や生活費が不安で……
【生活福祉資金の相談】☎ 044-722-5500
生活の安定に向けた、生活福祉資金の貸付制度に関
するご相談窓口です。

運動や仲間づくりの場を探したい
【いこいの家】☎ 044-722-5500
【中原老人福祉センター】☎ 777-6000
60 歳以上の川崎市在住の方が利用できる、各種
講座や運動・体操の場です。

「どこに相談したらいいかわからない…」そんな時も、お気軽に社協にご連絡ください。



パルるんの
中原区社協ＰＲ大使“中原パルるん”が、中原区内を“たんけん”！

様々な施設や団体、イベントなどを取材していきます。

たんけんシリーズ

Vol.6 福祉 日記

■ ■■ ■
■ ■ ■ ■■  「カ フ ェ お お が や と」開 催 概 要 ■ ■ ■ ■ ■

■■ ■ ■

開催日：毎月第１金曜日  午前10時～ 11時30分
場所：大戸こども文化センター（略称「こ文」）（中原区上小田中2-24-1）
◆予約不要　◆参加無料（飲み物・お菓子つき）　◆出入り自由
お問合せ：地域包括支援センターこだなか　☎044-798-2332
主催：大ヶ谷戸３町会（向町・東町・小田中）の民生委員と町会役員
協力：大戸こども文化センター　後援：３町会　告知の方法：町会掲示板、こ文HP

★ 「カフェおおがやと」からのメッセージ ★
　おひとりでもいいですよ！　無理にしゃべらなくてもかまい

ません。お友達とご一緒でも。

　毎回、新しい方も何名か来てくださっています。常連さん

も新しい方も、どちらのお客様もうれしいです。

　こ文（こども文化センター）ならではの、親子での参加もあり

ます。どなたもお気軽においでください。

参加者の方の声
★娘に勧められて来ました。２回目です。ちょっとしたお散歩になるのが良いです。（89歳女性）★最初からずっと来ているよ。将棋の仲間に会えて話ができるのがうれしいね。（男性グループの皆さん）

◉１月はお抹茶をメニューに
加え、茶筅でお茶をたてる
体験も。

◉暑い夏にはかき氷を、また、年数回はポッ
プコーンの提供も予定（こ文の機材を借用）。

　ぜひおいでください。

パルるんを呼んでみませんか？
パルるんは、中原区内のイベントや施設に出張し、
皆さまに笑顔をお届けしています♪
　　　★イベントをもっとにぎやかにしたい！
　　　★子どもたちに喜んでもらいたい！
そんなときは、お気軽に中原区社協地域課
　　　☎044-722-5500 までご連絡ください♪

男性の参加者の方も多く、
和気あいあい！

カフェの様子

参加者の方と握手

お知らせプラス

大戸こども文化センター

カフェおおがやとに参加しました！

どなたでも、ご自由にご参加OK▶▷▶「カフェおおがやと」さんは、中原区大ヶ谷戸地区
３町会に所属する民生委員と町会役員が中心となって開催しているカフェです。３町会
が資金を出し合い、お茶（おかわり自由）とお菓子を無料で提供しています。現在は、
30 名超のお客様がご自身のペースで来場されています。テーブルに飾られたお花は、
近所の生花店「原生花園」さんが毎回無料提供（写真）。

こども文化センターならではの良さ▶▷▶「親子で来てくださる方が、高
齢者の方々とふれあってくれるのがとても嬉しい」「館長とスタッフの
方々がとても協力的で、入り口のかわいい看板はスタッフの手作り。急遽、
小さなお子さんに子供用お菓子を提供してくれたりと、この場所で開催
する意味をこれからも活かしていきたい」と、元民生委員の吉川さん。

コーヒーは心をこめて丁寧に

スタッフの皆さん

メニュー

〇コーヒー

〇紅茶

〇緑茶

参加無料
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多くの皆さまのご協力、誠にありがとうございました
　賛助会員　１,５２５名（町会、福祉団体等含む）
　賛助会費　総額　３,３８６,５００円

今年度は７月～９月を「賛助会員加入運動強化月間」とし、賛助会員を募集いたしました。

＜賛助会費の主な使いみち＞

今年度も共同募金へのご協力を誠にありがとうございました。
お寄せいただいた募金は、神奈川県共同募金会の配分審査を経て、地域のさまざまな福祉活動に、大切に
活用させていただきます。

【赤い羽根共同募金】主な使いみち
① 社会福祉施設や更生保護施設等の設備・車両整備費など
② 非営利団体が行う、高齢者や障害のある方を支える家事援助・配
　 食・送迎などの活動
③ 子ども食堂など、子どもの健やかな成長を支えるボランティア活動
④ 国内の大規模災害に備えた被災者支援の準備金
⑤ 区・地区社会福祉協議会が行う地域福祉事業

【年末たすけあい募金】主な使いみち
① 高齢者世帯・障害者世帯・ひとり親
　 世帯などへの見舞金の支給
　 ※令和７年度は493世帯へ、1 世帯あたり
　 　5,000 円をお届けしました。

② 区・地区社会福祉協議会が行う地域
　 福祉事業

令和７年度 賛助会費のご報告令和７年度 賛助会費のご報告

車椅子の貸出し
（購入・修理・メンテナンス費など）

※令和８年２月28日現在

※令和８年２月28日現在

地区社協活動の財源として
（子育て支援・高齢者会食会など）

福祉教育のために
（福祉用具貸出・福祉授業など）

令和７年度 中原区内の共同募金実績のご報告
共同募金　２０,５３０,５１９円

（赤い羽根募金：１２,５０９,９１３円　　年末たすけあい募金：８,０２０,６０６円）

地区社会福祉協議会や区内の学校・福祉
施設・ボーイスカウト・ガールスカウト
などの皆さまにご協力いただき、街頭で
の募金活動を行いました。

川崎フロンターレの試合会場では、マス
コットのふろん太と一緒に、パルるんも
募金活動に参加しました。観戦に来られ
た多くの方から募金をいただきました。

令和７年度から、新た
に川崎中原工場協会の
加盟企業の皆さまから、
ご協力をいただきまし
た。
写真は協会総務委員会
の皆さん。

募金活動の様子
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【内　容】 ● 福祉用具・教材の貸出し（車いすや高齢者擬似体験セットなど）
 ● 講師の紹介・派遣　● 授業内容作成のお手伝い
 ● 見学先・ボランティア先のご紹介

中原区内の小・中学校、高校で行われる福祉・ボランティア教育に、講師派遣や
福祉用具の貸出しなどを行っています。授業づくりのご相談にも職員が丁寧に
対応いたします。　■問合せ：中原区社協 地域課　☎722-5500

教材貸出・プログラム作成・講師派遣 ほか

高齢者疑似体験車いす体験

福祉教育のご案内
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福祉用具リユース 中原区社協では、福祉用具を「ゆず
りたい方」と「ゆずって欲しい方」の
橋渡しを行っています。
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［編集委員］吉岡 晃、宮内節子、吉房勝彦、尾木孫三郎、小笠原茂春、
　渡邉きよみ、山本実千代、保坂幸江、大西良和、和田学英、小山 孝

この助成金は、中原区内で地域のための福祉活動に取り組んでいるボランティア団体の皆さまの支援を目的とし
て、交付しています。日ごろの活動の備品購入や運営費の一部など、団体活動の活性化にぜひお役立てください。

■ 助成内容について
・助成額：1団体 5,000円～30,000円
・交付時期：8月中旬予定
※申請内容をもとに運営委員会で審査のうえ決定します。

令和８年度 ボランティア銀行なかはら 福祉活動助成 申請団体を募集します

【問合せ】中原区社会福祉協議会
　TEL：722-5500　FAX：711-1260

【団 体 名】朗読ボランティアグループ　かざぐるま
【助成金額】30,000円
【活動内容】音声訳入門テキストやアクセ

ント辞典、録音機材の補充
などに役立っています。

 　〈かざぐるまHP〉
 　https://kazaguruma1986.wixsite.com/home

助
成
団
体
の
声
！

募集期間：令和８年４月６日月～５月 3０日土
★申請書配付：令和８年４月１日（水）から
★申請書は中原区社協窓口にて。区社協ホームページからも
　ダウンロードできます

寄付金品 ボランティア銀行
なかはら

福祉活動を
行う団体

ボランティア銀行なかはらって？

地域の皆さまや企業から寄せられた寄付金・
寄付物品を、福祉活動を行うボランティア
グループの支援に役立てる仕組みです。

■申請にあたっての主なポイント
・申請書のほか、会則、会員名簿、決算・予算書、事業報告・

計画書の提出が必要です。
・会費などの自主財源がなく、会員募集を行っていない団体は

対象外となります。
・立ち上げ準備中の団体もOK。準備中の団体は、1回限り上限

50,000円まで申請できます。
※詳しい条件や注意事項は、区社協ホームページをご確認ください。
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この機関紙は共同募金の配分金などを財源に発行しています。


